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 計画策定の意義 

快適でうるおいのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大量

廃棄に支えられた社会経済・ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成してい

く必要がある。そのためには、社会を構成する主体がそれぞれの立場でその役割

を認識し、行動していくことが重要である。 

現在、廃棄物処理施設の確保は非常に困難なものとなっており、本市が搬入す

る一般廃棄物の最終処分場は、平成１８年から開始したエコセメント化事業によ

り、延命化されているが、現在使用している二ツ塚処分場の埋立てが完了した後

の最終処分場の確保は極めて困難な状況である（埋立進捗率４４．７％）。 

本計画はこのような状況のなか、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進

等に関する法律（以下「法」という）第８条に基づき策定したものであり、一般

廃棄物の容量の大半を占める容器包装廃棄物を分別収集し、地域における容器包

装廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進することで、最終

処分量の削減を図ることを目的としている。あわせて、市民・事業者・行政それ

ぞれの役割や、具体的な推進方策を明らかにし、これを公表することにより、す

べての関係者が一体となって取り組むべき方針を示すものである。 

本計画の推進により、容器包装廃棄物の３Ｒを推進することによって、廃棄物

の減量や最終処分場の更なる延命化、温室効果ガスの削減、資源の有効利用が図

られ、循環型社会の形成が図られるものである。 

 基本的方向 

本計画を実施するに当たっての基本的方向を以下に示す。 

（１） ３Ｒから適正処理へ、優先順位に基づく処理の推進 

循環型社会形成推進基本法の基本的な考え方に準じ、ごみ処理の推進において

は、第一に発生抑制（リデュース）、次に循環型社会のための再利用（リユース）、

資源の再利用（リサイクル）を、続いて再利用ができないものについては焼却に

よる熱回収（サーマルリサイクル）を行うことで、排出抑制及び循環的利用を徹

底するものとする。 

（２） 市民・事業者・行政が一体となった分別収集の推進 

上記の優先順位に基づき処理を実施していくものであるが、ごみの処理量を減

少させていくためには、資源として利用できるものは積極的に分別して回収する

ことが重要である。このため、法に基づく分別収集を徹底するとともに、市民・

事業者・行政がそれぞれ果たす役割を自覚し、一体となって推進していくものと

する。特に、市民に対して啓発や情報提供等を通じて理解促進を図り、行動変容

を支援する。 

（３） 経済的、効率的なごみ処理の推進 

ごみ処理に要する経費の節減に向け、民間事業者等の知識、ネットワーク等を
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最大限に活用して、経済的、効率的なごみ処理を推進する。また、資源化に関す

る市場動向を的確に把握し、コストと効果のバランスに配慮した運用を行う。 

 計画期間 

本計画の計画期間は、令和８年４月を始期とする５年間とし、令和１０年度に

見直す。 

 対象品目 

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製

容器（無色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、ペット

ボトル、プラスチック製容器包装を対象とする。なお、これらは容器包装リサイ

クル法に基づき指定された分別収集・再商品化対象品目であり、法に基づく指定

変更があった場合には適宜見直すものとする。 

 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 

容器包装 

廃棄物 
5,242ｔ 5,221ｔ 5,201ｔ 5,180ｔ 5,162ｔ 
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 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第８条第

２項第２号） 

容器包装廃棄物の排出の抑制の促進を図るため、以下の方策を実施する。なお、

実施に当たっては、市民、事業者、再生事業者等がそれぞれの立場から役割を分

担し、相互に協力・連携を図ることが重要である。 

（１） プラスチックごみの発生抑制の推進、資源循環の推進 

⚫ プラスチックごみの発生抑制の推進 

レジ袋の有料化に伴うマイバック運動の促進等により、プラスチックごみ

の発生抑制の維持を図る。 

⚫ 資源循環の推進 

容器包装プラスチックの分別収集の徹底を図る。 

あわせて、プラスチック資源循環促進法の趣旨に基づき、排出抑制・再資

源化の意識啓発を行う。 

（２） 啓発活動等の強化 

⚫ 各種媒体を活用したリサイクル・清掃情報の積極的な公開 

市広報、ホームページでの掲載を継続する。 

環境やごみ処理に関心の薄い市民にも届くよう、あらゆる機会（イベント

等）を活用して、ごみ減量やリサイクル推進への関心を引き付ける。 

⚫ 環境学習事業の実施 

幼稚園、小学校での環境学習事業を実施する。 

（３） 事業系ごみの排出抑制・資源化への指導強化 

⚫ 条例（東久留米市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例）に基づく、

多量排出事業者への指導 

廃棄物処理量が３０kg/日以上の事業者に対して、減量化計画の提出指導を

行うとともに、実施状況の確認を行う。 

延床面積３，０００m2 以上の事業用大規模建築物の所有者に対しては、廃

棄物管理責任者の選任と減量化・再利用計画の提出を求めるとともに、提出

された計画書の実施による効果を確認する。 

（４） 発生抑制促進のための要請 

⚫ 市内事業者への要請 

企業の CSR の観点から、市内の販売店や小売店などに商品包装材の削減、

卸売店や製造業者へは流通段階での梱包材の削減などを要請していく。 
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 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収

集に係る分別の区分（法第８条第２項第３号） 

最終処分場のエコセメント事業、残余容量、廃棄物処理施設の整備状況及び再

商品化計画等を総合的に勘案し、分別収集する容器包装廃棄物の種類を下表左欄

のように定める。 

また、市民の協力度、柳泉園組合ならびに民間業者が保有する再生施設、処理

機材等を勘案し、収集に係る分別の区分は下表右欄のように定める。 

 

  分別収集をする容器包装廃棄物の種類  収集に係る分別の区分 

主としてスチール製の容器 

主としてアルミ製の容器 
 缶 

            ・無色のガラス製容器 

主としてガラス製の容器 ・茶色のガラス製容器 

            ・その他のガラス製容器 

 びん 

主として紙製の容器であって飲料を充てんするため

のもの（原材料としてアルミニウムが利用されてい

るものを除く） 

紙パック 

主として段ボール製の容器 段ボール  

主として紙製の容器包装であって上記以外のもの 雑がみ・雑誌 

主としてポリエチレンテレフタレート製の容器であ

って飲料、しょうゆ等を充てんするためのもの 
 ペットボトル 

主としてプラスチック製の容器包装であって上記以

外のもの 
容器包装プラスチック 

 

  



 

 

5 

 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容

器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

（法第８条第２項第４号） 

 

 

 

  

 （合計） 293t  （合計） 292t  （合計） 290t  （合計） 289t  （合計） 288t

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

293t 292t 290t 289t 288t

 （合計） 152t  （合計） 151t  （合計） 151t  （合計） 150t  （合計） 150t

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

152t 151t 151t 150t 150t

 （合計） 190t  （合計） 189t  （合計） 189t  （合計） 188t  （合計） 187t

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

190t 189t 189t 188t 187t

主として紙製の容器で
あって飲料を充てんする
ためのもの（原材料とし
てアルミニウムが利用さ
れているものを除く。）

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

（合計） 1,553t （合計） 1,547t （合計） 1,541t （合計） 1,535t （合計） 1,529t
（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

1,553t 1,547t 1,541t 1,535t 1,529t

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

119t 119t 118t 118t 117t

243t 242t 241t 240t 240t

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容
器

13t 13t 13t 13t

（合計）

13t

1,340t 1,335t 1,329t 1,324t 1,319t

303t

主として紙製の容器包装
であって上記以外のもの

（合計） （合計） （合計） （合計）

303t

（合計） 302t （合計） 301t（合計） 306t （合計） 305t （合計）

306t 305t

主としてスチール製の容
器

主としてアルミ製の容器

主として段ボール製の容
器

主としてポリエチレンテ
レフタレート（PET)製の
容器であって飲料又は
しょうゆその他主務大臣
が定める商品を充てんす
るためのもの

主としてプラスチック製
の容器包装であって上記
以外のもの

302t 301t
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 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容

器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

の算定方法 

特定分別基準適合物等の量及び容器リサイクル法第２条第６項に規定する主務

省令で定める物の量の見込み 

 

＝ 直近年度の分別基準適合物等の収集実績 × 人口変動率 

 

また、人口変動率は、「東久留米市一般廃棄物処理基本計画」（令和４年３月）の推

定値から対前年度比を算出し、令和６年度実績から以下のとおりとした。 

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 

115,405人 

（対前年度比） 

99.60％ 

114,945人 

（対前年度比） 

99.60％ 

114,485 人 

（対前年度比） 

99.60％ 

114,025人 

（対前年度比） 

99.60％ 

113,632人 

（対前年度比） 

99.66％ 
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 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

分別収集は、現行の収集体制を活用して行う。 

なお、現在、自治会や市民団体により実施されている集団回収事業については、

引き続きこれらの団体が独自に分別収集を実施することとする。 

 

分 別 収 集 の 実 施 主 体 

 容器包装廃棄物の 

   種  類 

収集に係る 

分別の区分 

収集・運搬段階 選別・保管 

等 段 階 

金
属 

スチール製容器 

アルミ製容器 
缶 

委託業者による指定

日収集、集団回収（ア

ルミ製容器のみ） 

柳泉園組合、

再資源化業者 

ガ
ラ
ス 

無色のガラス製容器 

びん 
委託業者による指定

日収集 
柳泉園組合 

茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容

器 

紙
類 

飲料用紙製容器 紙パック 

委託業者による指定

日収集、福祉団体によ

る拠点定期回収、集団

回収 

柳泉園組合、

再資源化業者 

段ボール 段ボール 
委託業者による指定

日収集、集団回収 

柳泉園組合、

再資源化業者 

その他の紙製容器包

装 
雑がみ・雑誌 

委託業者による指定

日収集、集団回収 

柳泉園組合、

再資源化業者 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル ペットボトル 

委託業者による指定

日収集 

民間業者 

その他プラスチック

製容器包装 

容器包装プラ

スチック 民間業者 
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 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

缶・びん・飲料用紙製容器等については、現有の柳泉園組合で選別・圧縮・保

管する。ペットボトル及びその他プラスチック製容器包装については、選別等委

託業務契約に基づき民間業者の処理施設で選別・圧縮・保管を実施する。 

 

分別収集の用に供する施設計画 

分別収集する容器包装

廃棄物の種類 

収集に係る分

別の区分 
収集容器 収集車 中間処理 

スチール製容器 
缶 

透明若しくは半

透明の袋又はか

ご等の容器、専

用容器 

パッカー

車 
柳泉園組合 

アルミ製容器 

無色のガラス製容器 

びん 

リフト付

平ボデー

車および

分別パッ

カー車 

柳泉園組合 茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

飲料用紙製容器 紙パック 専用容器 
平ボデー

車 

再資源化業

者 

段ボール 段ボール ヒモ等で縛る パッカー

車及び平

ボデー車 

再資源化業

者 その他の紙製容器包装 雑がみ・雑誌 
ヒモ等で縛る、

袋 

ペットボトル ペットボトル 

透明若しくは半

透明の袋又はか

ご等の容器、専

用容器 

パッカー

車 
民間業者 

その他のプラスチック

製容器包装 

容器包装プラ

スチック 
指定収集袋 

パッカー

車 
民間業者 

 

 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 市民や事業者の意見、要望を反映させ、容器包装廃棄物の分別収集を円滑

かつ効率的に進めていくため、市民や事業者及び行政が協力して、推進体

制を整備する。 

 自治会や子供会など市民団体による集団回収活動を促進するため、報奨金

を交付する。 

 分別収集・選別保管のコスト削減のため、毎年度、容器包装の分別収集・選

別保管に係る費用の把握に努め、費用削減に向けた分析、検討を行い、必要

な措置を講じる。 
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